
新潟市土木工事共通仕様書等一部改定の概要 
 
 
○適用時期：令和５年４月１日以降 
  
 
＜以下、改定内容＞ 
 
１［仕様書 その１］ 
 

１．諸法令、諸基準類の改定に伴う修正 
・「資源有効利用促進法」の政令及び省令の改正（建設副産物など） 

・諸基準類の改定・追加を踏まえ、最新の内容に修正。 

 

 ２．新たな項目・条文を追加 

・（第1編3章6節5条4項）コンクリートの「締固め」の条文を新規追加 

・（第3編1章6節6条4項）「橋面防水工」の条文に（施工上の留意点）を追記 

 

※他に、工種間や施工マニュアル等との整合による修正あり。 
 

２［仕様書 その２］ １ 施工管理基準 

 

１．諸基準類の改定に伴う修正 
・情報化施工及び３次元データによる施工管理について 

（「○●編」の廃止など） 

  

２．参考図書、計測位置の明記 

   

   ※他に、誤植修正あり。 

 
３［仕様書 その２］ ２ 品質管理基準 

 

 １．新たな品質管理項目の追加 

  ・４ 基礎工 

  ・５ 場所杭工 

  ・６ 既成杭工（中堀り杭工コンクリート打設方式） 

  

 ２．確認検査の明確化 

  ・３５ 鉄筋挿入工（受入れ・適合性試験を行うことを明確化） 

 

   ※他に、誤植修正あり。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 



４［仕様書 その２］ ３ 写真管理基準（案） 

 

１．写真ファイルの整理提出について 

・写真ファイルの整理及び電子媒体への格納方法を「新潟県電子納品実施要領」（平成28年

３月29日付け新技第566号）に変更。（市の要領へ変更） 

・「デジタル写真管理情報基準」を削除。 

 

２．撮影箇所一覧（全体） 

・竣工写真 

工事写真帳への電子納品とは別に紙納品する。（工事写真帳とは別である旨を明記） 

・撮影対象箇所の明確化（追記、区分追加） 

施工状況、安全管理、掲示物、建設副産物、営繕施設 

 

３．撮影箇所一覧（品質） 

・工種追加 

中層混合処理 

 

４．撮影箇所一覧（出来形管理） 

・３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）の改定による文言修正 
 

５［仕様書 その３］ 段階確認・臨時検査一覧 

 

１．確認項目、検査対象の明確化 

安定処理工、材料、砂防堰堤 

 

２．工種の追加 

道路修繕、水路工、コンクリート構造物補修工、照明・標識工、消雪工 

 


